
Bunkanomori Special Exhibition!M USEUM
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病院

かも～る

美濃加茂市民ミュージアムにある常設展示室
をWEB上で見られます。気軽に「ふらり」と
立ち寄って、気の向くままにページを開いて
みてください。そして、何かここで感じたこ
とがあれば、それを確かめにこの展示室や現
地を訪れてみてはいかがですか…。

【ふらりと展示室】

美濃加茂地域を中心とすることがらを
事典形式で解説。

【美濃加茂事典】

Webでも楽しもう！文化の森

文化の森HP
http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→データベース→美濃加茂事典

文化の森HP http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→ふらりと展示室

車下」森の化文「、車乗りよ口北駅田太濃美RJ
（乗車時間約10分）
※時刻表など詳しくは、あい愛バスのホーム
　ページをご覧下さい。　
　https://aiai-bus.com/

■交通
●鉄　道

●自動車
●あい愛バス

 JR名古屋駅から美濃太田駅まで
東海道本線・高山本線経由、
特急「ひだ」で約40分
美濃太田駅北口から徒歩約17分
東海環状自動車道美濃加茂ICから約5分
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美濃太田駅北口発 文化の森着
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文化の森発 美濃太田駅北口着

展覧会情報のほか、風景・アート・収蔵資料など、
みのかも文化の森の魅力を発信していきます。

■ご利用のご案内
開館時間

休  館  日

9：00～17：00
（ただし、施設の貸出し利用は8：30～22：00）
月曜日
（ただし、祝日の場合は開館し、直後の平日休館）
年末年始

6月 16日、23日
7月7日、14日、22日、28日
8月4日、12日、18日、25日
9月1日、8日、16日、22日、29日

【6･7･8･9 月の休館日】

Bunkanomori Special Exhibition!

刊 行 物 の 紹 介 （商品価格は税込です）

平成26年度に開催した、詩
人・長尾和男を中心にこの地
域の文藝運動を紹介した企画
展の調査記録の第二版です。

文化の森での漬物フェスティ
バルにおいて人気だったお漬
物を掲載。

『「地方」文化のつくりびと』
－詩人・長尾和男と若葉文藝－

B5判 48P 500円

『おばあちゃんちのおかって』
〔番外編　漬物特集〕
A5判 49P 150円

市民の方から昨年、1988
年に発足した美濃加茂市美術
連盟や1988 ～ 97年に開催
された美濃加茂彫刻シンポジ
ウムの資料群の寄贈を受けま
した。そこには会報や公募要
項等印刷物の他、会議のレ
ジュメ、関係するサークルや
ギャラリーの資料、写真等も
ありました。当館ではこのよ
うな市民が関係する美術の動
向を物語る現代の資料も大切
に収集しています。

美濃地方におけるキリスト教は織田信長や子・信忠など為政者の庇護下
に広くさかえ、各地に多くの信者－キリシタン―が生まれました。まもな
く入った禁教の時代からは、五人組制度の導入や宗門改帳の作成などに
よって徹底的な監視・摘発が行われるようになり、特に寛文年間（1661
～ 1673）の「濃尾崩れ」と呼ばれる一連の大検挙は、一帯の地域を大きく
揺るがすものでした。しかし、こうした状況下でも可児・加茂地域をはじ
めとした美濃には少なからず信者が存在し、確かな祈りの灯を守り伝えて
いたことは、現在も各地に伝わるさまざまな遺物や文書、また伝承によっ
てうかがい知ることができます。

元治２（1865）年、長崎浦上村の潜伏キリシタンが大浦天主堂の神父に
信仰を表明したという「信徒発見」から今年で160年。日本キリスト教史上
で奇跡とされるこの出来事を契機とした浦上キリシタンの国際的な問題に
は、早稲田大学の創設者・大隈重信（1838 ～ 1922）が深く関わったこと
でも知られています。

この展覧会ではキリスト教伝来から明治期までの展開をたどりながら、
残されたさまざまな“証し”を手がかりとして、美濃に息づく多様な信仰の
かたちを紐解いていきます。地域のキリシタンの歴史を深く見つめ、祈り
を捧げた人々の姿とその思いについて考えるきっかけになれば幸いです。

●日時 ●会場 ●説明文

●特別講演
「濃尾崩れから考える

江戸時代のキリシタン禁制」

2025年8月3日（日）
13:30 ～15:00

（受付13:00 ～）
みのかも文化の森
緑のホール

江戸時代、キリシタンが厳しく禁止されていたことはよく知られています。にもか
かわらず、少なくない信徒が潜伏してその信仰を継続したことも事実です。そして、
17世紀中期と19世紀に、複数の地域で、潜伏キリシタンが大量露顕する事件が起
きました。この講演では、17世紀中期の濃尾崩れと呼ばれる事件を手がかりに、キ
リシタン禁制がもたらした江戸時代の秩序について、考えてみたいと思います。
講師　早稲田大学教授 大橋幸泰 氏　　参加料　無料
※事前申し込み不要。直接会場までお越しください。

●現地ツアー
「キリシタンの里を歩く」

2025年8月9日（土）
9:30 ～12:00

可児郡御嵩町内
（当日はみのかも文化の森まで
お集まりください。バスにて
現地へ向かいます。）

可児郡御嵩町の中山道沿いの山あいにあるキリシタン関連とされる遺物や
発見地などゆかりの場所をめぐりながら、当時の雰囲気に思いを馳せます。
参加料　無料　　定員　15名
※事前申し込み（2025年7月1日（火）～ 2025年7月19日（土））
※はがき、ご来館、ホームページ専用フォームで申し込み。応募多数の場合は抽選。

森のコンサート 2025年8月24日（日）
10:30 ～12:00

みのかも文化の森
エントランスホール

美濃加茂市を拠点に広く活動する「美濃加茂ハンドベルクワイアマザーズ」
による、イングリッシュハンドベルのコンサートです。
出演　美濃加茂ハンドベルクワイアマザーズ　　参加料　無料
※事前申込は不要。直接会場までお越しください。

ミュージアムトーク
2025年7月19日（土）
2025年8月13日（水）
①10:00 ～11:00
②13:30 ～14:30

みのかも文化の森
企画展示室（展示会場）

担当学芸員が展示室をご案内します。
参加料　無料
※事前申込は不要。直接会場までお越しください。

forum & event

2025年度 早稲田大学・美濃加茂市 文化交流事業 共催展

会　期 	2025（令和7）年7月12日（土）～8月24日（日）
	 9：00～17：00
会　場 	美濃加茂市民ミュージアム/みのかも文化の森
	 企画展示室

会期中の休館日：7月14日(月)、22日(火)、
28日(月)、8月4日(月)、12日(火)、18日(月)

入場料 	無料
主　催 	早稲田大学文化推進部文化企画課、美濃加茂市

「芸術と自然」をテーマにした現代美術の企画展。登山や
スキーなど、自然に身を置く経験から山河の風景を木彫で
表現する愛知県在住の作家・柄澤健介（1987年～）を紹介
します。作家は近年、木彫に金属の構造物を組み合わせた
空間の構築を模索しています。それらの作品を山あいや谷
間に架ける橋のイメージに重ね、人と自然と芸術の関係性
について考察します。作家は８月中、館のアトリエ棟に宿
泊滞在して新作を制作します。会期中にはワークショップ
なども開催します。

❶オープンスタジオ ➋アーティストトーク
企画展に向けて作家が作品

を制作する現場を見学できま
す。10時からトークがあります。
日　時　8月23日（土）

9:00 ～ 17:00
会　場　別棟収蔵庫
参加料　無料
※事前申し込み不要

日　時　9月20日（土）
　　　　13:00 ～ 14:00
会　場　企画展示室
参加料　無料
※事前申し込み不要

会　期  2025年9月20日（土）～10月19日（日）
会期中の休館日  9月22日、29日、30日、10月6日、14日
会　場  企画展示室・美術工芸展示室
観覧料  無料

橋を渡す　柄澤健介展

寄贈された美濃加茂彫刻シンポジウム資料群

十字架陽刻碑
（中山道みたけ館）

転切支丹類族存命覚帳
（可児郷土歴史館）

マリア像
（臨川寺 / 加茂郡川辺町）

子安観音像
（おかめ庵 / 美濃加茂市三和町）

美濃加茂市民ミュージアム　現代美術レジデンスプログラム

関連企画

トーキョーアーツアンドスペース本郷、
2024
撮影　髙橋健治
画像提供　Tokyo Arts and Space

OPEN SITE 9『肌理と稜線』

まちの風景には、見た目の景色だけで
なく、音や土地に刻まれた記憶も含まれ
ています。

本展では、美濃加茂市の「音の風景」に
注目し、まちの発展の中にあったさまざ
まな「音」や「音楽」について紹介します。

まちの音風景展

日　時  2025年（令和7年）
 6月21日(土)～8月24日(日)
 9:00～17:00
会　場  美術工芸展示室
観覧料  無料
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●名称 ●日時 ●内容 ●会場 ●参加料 ●定員

第252回森の朗読会 7/19（土）
14:00～15:00

市民による朗読です。
作品　「がんじっこ」　あさのあつこ/作 緑のホール 無料 120

名

第253回森の朗読会 8/16（土）
14:00～15:00

市民による朗読です。
作品　「戦場」　花森安治/作

「火の中の声」　大川悦生/作
「やけあとのうた」詩３編　いながきひさし/作
「おとなになれなかった弟たちに…」 米倉斉加年/作
「シイの木はよみがえった」　飯田よしひこ/作

緑のホール 無料 120
名

科学・社会科作品展 9/6（土）・9/7（日）
9：00～17：00

各小中学校から選ばれた夏休みの科学作品、社会科作品を
展示します。質の高い作品をご覧ください。
お問合せ　教育センター（℡ 0574-28-3255）

企画展示室
美術工芸展示室 無料 －

2025 みのかも
発明くふう展

9/6（土）・9/7（日）
9：00～17：00

子どもたちの新しい発想や未来の夢をかたちにした作品を
展示します。子どもたちの夏休みの成果をご覧ください。
お問合せ　商工観光課（℡ 0574-25-2111 内線261）

展示ホール 無料 －

第254回森の朗読会 9/20（土）
14:00～15:00

市民による朗読です。
作品　「ホームドア」　『終電の神様』より　阿川大樹/作 緑のホール 無料 120

名

イベント情報 四季を食べる講座

アートな１日講座

ていねいな暮らし講座

夏休み子ども講座

ふらっとみゅーじあむ
●名称 ●日時 ●内容 ●会場 ●参加費 ●定員 ●持ち物 ●申し込み期間

陶芸でつくる器
7/20（日）

13:00～14:30
15:00～16:30

手びねりの技法またはろ
くろで簡単な器をつくり
ます。出来上がった作品
は、後日お渡しします（送
付は有料）。

陶芸室 1,000円 各回
12名

エプロン、
タオル

事前申し込み要
6/10（火）～ 6/22（日）
申込の際は時間帯を
ご指定下さい。

はじめての日本画 8/10（日）
10:00～16:00

講師に日本画家の田口由
花氏を迎え、色紙に花の
絵を描く、初心者向け講
座です。

工芸室 1,500円 10名
(小学生以上) タオル 事前申し込み要

7/1（火）～7/21（月）

●名称 ●日時 ●内容 ●会場 ●参加料 ●定員 ●持ち物 ●申し込み期間

夏を染める 8/2（土）
9:30～12:00 藍の生葉で絹布を染めます。 工芸室 1,500円

程度 12名
エプロン、ビ
ニール袋、ゴ
ム手袋、雑巾

事前申し込み要
6/3（火）～6/20（金）

●名称 ●日時 ●内容 ●会場 ●参加料 ●定員 ●持ち物 ●申し込み期間

チョウのはねの
しおりをつくろう

7/19（土）
9:30～12:00

文化の森の周辺で採
集したチョウのはね
のリンプンで、標本し
おりを作りましょう。

工芸室 300円
10名

（小学３年生
 から中学生）

筆記用具、
はさみ、水
筒、汗ふき
タオル

申し込み終了

はたおり

7/27（日）
①　9　:30 ～11:30
②13:30 ～15:30 

※申し込み時に、①②の
時間帯の第1・第2希望
をお知らせください。

はたおりについて学
びながら、きれいな
布を織りましょう。
完成した作品は後日
郵送いたします。

工芸室 300円 各回４名
（小学3年生以上） 水筒

事前申し込み要
5/27（火）

～ 6/22（日）

●名称 ●日時 ●内容 ●定員 ●参加費 ●申し込み期間

ミョウガを入れない
ミョウガ寿司

7/10（木）
10：30～13：30

初夏、家庭や祭りのお供えとして作られていた
お寿司には暑さに負けない工夫があります。 15名 500円 申し込み終了

このあたりのお斎 9/20（土）
10：30～13：30

自宅でお葬式を行っていた頃、食べられていた
物に意外なあれが！ 15名 500円 事前申し込み要

8/5（火）～8/19（火）

■文化の森ホームページ講座専用申込フォーム
こちらの 2 次元コードからもお申し込みできます。→

■はがき（住所、氏名、電話番号、希望講座を記入）
夏休みこども講座は学年もお書き添えください。

■ご来館
※応募者多数の場合は抽選となります。抽選結果は郵送にて

お知らせいたします。

※イベントや講座に
ついて、今後の予
定や定員が変更に
なる場合がありま
すので、文化の森
ホームページでご
確認いただくか、
電話でお問い合わ
せください。

講座にお申し込みいただい
た個人情報は、以下の項目
のみに使用します。
1. お申し込みに関する問合せ
2. 講座開催に関する連絡
3. 抽選結果の通知

七夕かざり 6/15（日）～7/6（日） 短冊に願いを書いて、七夕
を飾ります。

蚊 帳 つ り 7/19（土）～8/17（日） 蚊帳をつり、夏じたくをし
ます。

二 百 十 日 8/23（土）～9/7（日）
竹竿の先に鎌を結びつけて
庭先にたてる風除けの風習
を再現します。

蚊
帳
つ
り
の
様
子 

（
高
橋
余
一「
生
活
絵
巻
」よ
り
抜
粋
）

●名称 ●日時 ●内容 ●参加料 ●持ち物 ●対象

楽器をつくろう！

8/6(水)・8/7(木)
8/20(水)・8/21(木)
13:30 ～15:30
※6・7日、20・21日は、2日連続

で同じ内容となります。

「まちの音風景展」にち
なんで、楽器づくりに
挑戦します。

100円 水筒
作品を持ち帰る袋

小中学生
幼児は保護者付き添い

申し込み不要で自由に参加できます。当日、直接エントランスホールに来てください。

●日　時　7/30(水)
　　　　　9:30 ～ 11:30　13:30 ～ 15:30
●会　場　工芸室など
●参加料　無料
●持ち物　ぼうし・タオル・水筒・熱中症対策

グッズ・着替え(必要な場合)

楽しみにしていた夏休み！
文化の森でゆるっとすごしてみませんか？
夏休みにぴったりの遊びを用意して待っています！
※直接工芸室に来てください。自由に参加できます。

文化の森で夏遊 び
ふらっとみゅーじあむの▶
様子

◀夏遊びの様子

あそびに来た
他のおともだちと

一緒になかよくなって
あそぼう

2025年７月～９月m i n o k a m o  c i t y  m u s e u mMuseum News イベントインフォメーション

まゆの家

自由観覧

年 中 行 事


